
［はじめに］

福島第一原子力発電所１～３号機については，原子炉の冷却を進めていくこと
により，今後，冷温停止を判断することとなる。

今回は，改めて，冷温停止の判断材料となる，原子炉圧力容器や原子炉格納容
器の計測機器（水位・圧力・温度）の状況について，測定原理を紹介するとと
もに，現段階における各種機器の健全性についてご説明させて頂く。

これらのデータのうち，実測データについては，当社ホームページ 「プラン
ト関連パラメータ」にてお知らせしている。

原子炉圧力容器・原子炉格納容器の
計測機器の状況について

平成23年９月17日
東京電力株式会社
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原子炉圧力容器・原子炉格納容器の計測機器の状況について
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１．原子炉水位 ／ ２．原子炉圧力 （１）

ＰＣＶＲＰＶ

燃料域
水位計

TAF

◆Ｈ側とＬ側の差圧は水位と線形関係にあるた
め，水頭圧変化（水位変化）による，差圧を測
定することで水位を計測することができる。
◆原子炉圧力に関しては凝縮槽側（Ｌ側）の水
頭圧を引いた値となる。

凝縮槽
(基準面器)

水位変化により
H側圧力が変化

原子炉水位を
測定するため
には，凝縮槽
に水を張る必
要がある

原子炉
圧力計



4

１．原子炉水位 ／ ２．原子炉圧力 （２）

１号機 原子炉水位計校正(5/11)
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３．原子炉圧力容器・原子炉格納容器温度

温度検出器に関しては，一部OS／
DS等（故障）しているものもあるが，
以下の観点から評価し，問題ないと考え
ている。今後も傾向監視等を実施し，信
頼性を継続して評価する。

◆周方向データ（予備点）及び近接する
温度検出器のデータを比較することによ
り，同様の傾向を示していること。
◆至近1ヶ月のデータに突変しているデ
ータがなく指示が安定していること。
◆原子炉への注水量の変更に追従した挙
動を示していること。

また，左記のとおり熱電対は簡単な構
造であり，故障モードに関しては，断線
／短絡／地絡／混触等に限定される。今
後も傾向監視等データを蓄積し，信頼性
を継続して評価する。

異種金属の2接点間の温度差によっ
て，熱起電力が生じる現象（ゼーベ
ック効果）を利用した温度検出器

金属Ａ
（例：銅）

金属Ｂ
（例：ｺﾝｽﾀﾝﾀﾝ）

高温

低温

低温

Ｖ

※平成24年２月21日 温度検出器（熱電対）の画像は削除いたしました。



6

４．原子炉格納容器圧力

現在の状況

Ｎ２封入装置

仮設ＰＩ
Web
カメラ

屋外タービン建屋原子炉建屋

仮設圧力指示計

格納容器圧力

＝ 圧力指示計指示値－ 圧力損失

配管圧力損失
中操

指示計へ Ｄ／Ｗ
圧力計

２／３
号機

１号機

Ｄ／Ｗ
圧力計

中操
指示計へ

比較

現場ＰＩ

比較
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D/W圧力

N2封入装置圧力

ＰＣＶ水位測定原理
D/W圧力（現場圧力計）が気相部，
N2圧力が液相部とすると，N2圧力は
気相部の圧力と液体の水頭圧を指示す
るため，気相部の圧力を差し引けば理
論上水位を算出できる。

１号機 ２／３号機

N2封入装置
圧力

PCV内水位

N2封入装置が気相部，RHR吐出圧力
が液相部とすると，RHR／CSポンプ
吐出圧力は気相部の圧力と液体の水頭
圧を指示するため，気相部の圧力を差
し引けば理論上水位を算出できる。

RHR/CS
ポンプ

吐出圧力

Ｎ２封入装置圧力計は
校正されており，正し
く計測できている

同様な計器が複数ある
ので正しく計測できて
いると思われる※

※３号機に関しては（S/C圧力）－
（D/W圧力）についても検討中

PCV内水位
現在検討中

D/W圧力，Ｎ２封入装置圧力と
もに校正されており，正しく計
測できている

※N2封入装置ラインの上に水位
があれば監視可能

５．原子炉格納容器水位
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６．まとめと今後の方針

原子炉圧力容器，原子炉格納容器に関する計測機器関連の測定につい
ては，一部監視不可な計器もあるが，全体的にはプラント関連パラ
メータとして有効なデータが得られていると考える。

今後，これらのデータを総合的に判断し，将来の冷温停止に向け，引
き続きデータを測定・傾向監視する。

原子炉水位（2/3号）・原子炉圧力（３号）は時期は未定であるが，
機能回復する見通し。

原子炉格納容器水位については，原子炉格納容器内の状況を推定する
のに有益な情報であることから，採取可能となるよう準備をすすめて
まいりたい。


